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～ハラスメント防止と法令順守～

2026.9.17㈭ 10:10 – 12:20

人材育成コンサルタント
ワッツ・ビジョン代表
笹崎 久美子



自己紹介と近況

◼ 仙台市在住。自営業、営業販売、製造業マネージャー、コールセンター統括SV（兼育成トレー
ナー）を経て、法人様の社員教育・スタッフ指導と研修・講演を行っています

◼ 研修や指導は職場の人間関係やコミュニケーションなどが主なテーマ。プロバイダー経験を活かし
SNSやIT系講座も担当

◼ 息子2人は既婚、実母と夫と3人暮らし、趣味はドライブとブログとSNS
• 【資格等】プロコーチ養成課程修了、DiSC認定コンサルタント、ハラスメント相談員Ⅱ種、個人情報保護士、ドットコムマスターダブルスター、
カスタマーハラスメント対応実務者認定、日本コーチ協会東北チャプター前代表幹事、山形県産業メンタルヘルス研修会会員
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ハラスメント防止について
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パワハラの基礎知識



知人の会社の新入社員



労働施策総合推進法（パワハラ防止法）

第30条の2（雇用管理の措置等）

◼ 1.事業主は、職場において行われる①優越的な関係を背景とした言動であって、②業
務上必要かつ相当な範囲を超えたものによりその雇用する③労働者の就業環境が害さ
れることのないよう、当該労働者からの相談に応じ、適切に対応するために必要な体
制の整備その他の雇用管理上必要な措置を講じなければならない。

◼ 2. 事業主は、労働者が前項の相談を行ったこと又は事業主による当該相談への対応に
協力した際に事実を述べたことを理由として、当該労働者に対して解雇その他不利益
な取扱いをしてはならない。

◼ 3. 厚生労働大臣は、前二項の規定に基づき事業主が講ずべき措置等に関して、その適
切かつ有効な実施を図るために必要な指針を定めるものとする。

◼ 2022年6月施行（2022年4月全面適用）
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• 業務上明らかに必要性のない言動

• 業務の目的を大きく逸脱した言動

• 業務を遂行するための手段として不適当な言動

• 当該行為の回数、行為者の数等、その態様や手段が社会通念に照らして許容
される範囲を超える言動

• 業務上の必要な指示や注意・指導を不満に感じたりする場合でも、業務上の適正な範囲で行われてい
る場合には、パワーハラスメントに当たらない。

• 注意しても改善されない不適切な行動や、重大な問題行動に対する強めの注意はパワハラに該当しな
いと考えられる（状況にもよる）

• 『身体の安全が危機にさらされる工事現場』で、『命綱』をつけていない従業員がいたとします。そこで管理者
が「おい、お前、なにやってるんだ！」と声を荒らげる

• マナーを欠いた言動を再三注意しても改善しないために、強く注意する行為

• 感情的な物言いがイコールパワハラではない

「業務上必要かつ相当な範囲を超えたもの」とは

個人を攻撃する
非常識な言動 腹いせ、人格否定

尊厳を傷つける
発言

いじめ・嫌がらせ

精神的苦
痛を与え
るのが目
的の言動
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パワハラの６類型
1. 身体的な攻撃
（暴行や傷害）

たたく、殴る、蹴るなどの暴力行為。物や書類を投げつける。壁に向
かって投げるなど、身体に当てなくとも、暴力的な威嚇行動など。

2. 精神的な攻撃
（脅迫や暴言）

同僚の前で叱責、他の職員を宛先に含めてメールで罵倒。必要以上に長
時間にわたり繰り返し叱責する。「バカ」「のろま」「アホ」などの言
葉を毎日のように浴びせる。「やめてしまえ」「クビにするぞ」などと
地位を脅かす言葉、「おまえは人として最低だ」「無能」など侮辱、名
誉毀損にあたる言葉など

3. 人間関係からの切り離し
（無視、仲間外し）

1人だけ別室に離される。強制的に自宅待機を命じられる。課全体の歓
迎会やミーティングに1人だけ入れない。話しかけても無視されるなど、
明らかな仲間外れ行為など。

4. 過大な要求
（業務上明らかに不要な事、遂行でき
ない業務の任命、仕事の妨害）

能力や経験を超える無理な指示で、他の職員よりも著しく多い業務量を
課す。業務上のきさいミスについて見せしめ、あるいは懲罰的に、就業
規則の書き写しや始末書の提出を何枚も求めるなど。

5. 過小な要求
（能力や経験とかけ離れた程度のより
低い仕事の任命、仕事を与えない）

いわゆる「仕事を干す」行為。業務上の合理性なく能力や経験とかけ離
れた低い仕事を命じることや、仕事を与えないなど。

6. 個の侵害
（プライベートなことへの過度な立ち
入り）

有給休暇の取得理由を執拗に尋ねたり、内容によっては取得を認めない。
プライベートについてしつこく尋ねる。飲み会への参加強要。服装や見
た目を人前でからかうこと。また、管理職としての権限を利用して私的
なことに立ち入り、不適切な発言を行うなど。

出典：厚生労働省「職場のパワーハラスメントについて」
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パワハラの一例
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2分39秒 動画：厚労省「明るい職場応援団」ダウンロード用動画



（参考）パワハラに該当する可能性がある言葉の例

• 解雇をほのめかす
• 「もうあしたから来なくていいから」「会社辞めたら？」

• 暴力をほのめかす言葉
• 「次にミスしたらぶん殴るからな」「家に火をつけるぞ」「死ね」

• 相手を侮辱する言葉
• 「やる気がない」「そんなこともできないの？」「新人のほうがまし」「給料泥棒」「バカか？おまえ」「使えないやつだな」「顔
も見たくない」

• 容姿や国籍・出自に関する差別的な言葉
• 「母子家庭だから」「これだから○○人（出身地・国籍）は困る」「ダイエットしたら？」「ぼやぼやするな、この〇〇！」

• 自由や権利を奪うような言葉
• 「有給なんて10年早い」「残業代？それぐらい働いていないだろう？」

• 財産を侵害するような言葉
• 「ノルマが達成できないなら自分で補填しろ」「ミスしたから罰金払え」

• 経歴や雇用形態に対する差別的な言葉
• 「高卒のくせに」「派遣が口出すな」「だからお前は正社員になれないんだよ」

• 仕事上の失敗を極端に攻撃する言葉
• 「もう二度と仕事を任せない」「土下座しろ」「お荷物なんだよ」

• プライベートに立ち入るような言葉
• 「そんなに家族が大事なら仕事辞めたら？」「借金がある人間に仕事を任せられない」



ハラスメントの線引き

◼パワハラ
➢平均的な労働者の感じ方が基準

➢社会一般の労働者が、就業上看過できない程度の支障が生じるほどの苦痛を受けるかどうか

⚫人権侵害をしているかどうか？
➢日本国憲法第13条「すべて国民は、個人として尊重される」

⚫業務指導との関連性があるかどうか？
➢「お前の顔を見ていると吐き気がする」「会社辞めたら？」「小学生レベル」

◼セクハラ
⚫受け手の主観を重視
⚫判断には一定の客観性も必要とされる



比較項目 適切な指導 パワハラ

目的 成長・改善を促す 感情をぶつける・従わせる

内容 仕事上必要なこと 必要性・相当性を超えている

言い方 具体的・冷静 威圧的・侮辱的

対象 行動・仕事の結果 人格・能力そのものを否定

程度 必要な範囲にとどまる 執拗・過度で就業環境を害する

パワハラと適切な指導の違い



ギリギリセーフの例

◼事例① 同じミスを繰り返した部下に
⚫ 「何回同じミスするんだよ！ 前にも確認しろって言っただろ！ このままじゃいつまでたっても一
人で任せられないぞ。次から提出する前に必ずチェックリストで確認しろ。もう同じミスはするな
よ！」
• ギリギリのポイント：大声・「何回同じミスするんだ」という強い叱責は問題になり得る。一方、指
摘対象は具体的な業務上のミスで、改善方法も示している。

◼事例② 危険な作業をした部下に
⚫ 「何やってるんだ！ 勝手に作業を進めるなって言っただろ！ 一歩間違ったら事故になるんだ
ぞ！ 自分だけの問題じゃないんだ。次からは必ず責任者に確認してから作業しろ！」
• ギリギリのポイント：怒鳴るような言い方でも、事故防止という緊急性・必要性が非常に高い。強い
叱責の合理性が比較的認められやすい場面。

◼事例③ 顧客対応が雑だった部下に
⚫ 「あの対応は何なんだ！ お客様が話してる途中で遮ったらダメだろ！ いい関係を築いてほしい
から言ってるんだよ。まず最後まで話を聞け。説明はそれからだ。この順番を守れ！」
• ギリギリのポイント：「あの対応は何なんだ」という感情的な表現は好ましくないが、人格を否定せ
ず、問題となった行動と改善方法を具体的に示している。
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不機嫌はパワハラにはならない～事実が大事～

14PIVOT 公式チャンネル 27:13～28:09（56秒）https://bit.ly/4rJ7tVO 専門家の回答として引用

https://bit.ly/4rJ7tVO


2024年3月ミヤテレニュース 女性高校教諭が自殺
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2025年化粧品会社社長が1億5000万円で和解
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パワハラにならない指導・叱り方

◼①最初の指導時に叱られる行動を予告する
⚫ どんなリスクがあってどんなトラブルになるのか？
⚫ ●●に関しては少し厳しく注意するからね

◼②仕事に直接関係のない暴言は吐かない
⚫ △何度言ったらわかるんだ？△ボヤボヤするな△だから●●しろって言ったでしょ？△ちゃんと
●●したのか！
⚫ ×役に立たないやつだな×明日からもう会社来なくていいよ×給料泥棒×このクズ！×それで
本当に大学出たのか？×目障りだ

◼③本人がすぐに行動を変えられる言い方をする
⚫ 目に見える行動を拾う、誰にでも再現性のある指示を出す
⚫ △やる気がない△たるんでる△仕事を舐めてる△遅い！△集中力に欠けている△真剣さが足り
ない！
⚫ 〇お客様への書類は両手で渡して 〇ここに●●を置きっぱなしにしないこと 〇使い終わった
道具は必ず元の場所に戻して 〇会議は10分前着席
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感情的な言葉ではなく「行動の指示」を

18声かけ変換表ダウンロードページ https://www.rakurakumom.com/single-post/fb_084

https://www.rakurakumom.com/single-post/fb_084
https://www.rakurakumom.com/single-post/fb_084
https://www.rakurakumom.com/single-post/fb_084
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自分を守るヒューマンスキル



ビジネスの３つのスキル
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テクニカル
スキル

（業務遂行能力）

コンセプチュアル
スキル

（概念化能力）

ヒューマン
スキル

（対人関係能
力）

物事を論理的に捉え、本
質を見極めるために必要
なスキル

業務を円滑に遂行するた
めに必要となる専門的・
技術的なスキル

関係者との良好な人間関
係を築くために必要とな
るスキル



階層別に求められるビジネススキル
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カッツモデルとは
アメリカの経営学者ロバート・L・カッツ氏が提唱した理論で、組織におけ
る人材育成や組織マネジメントの指針として活用されています
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目上の人にはっきり伝える



ミラーリング・ペーシング

◼ミラーリング＝「動き・姿勢」を合わせる
ペーシング＝「話し方・テンポ」を合わせる

◼自分と似たリズムで行動する人に共感を持ちやすい
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明快なほうがいい（その１）
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明快なほうがいい（その２）
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アサーティブに伝える

◼自分も相手も大事にしながら意思や気持ちを伝えること

◼アサーティブなコミュニケーションのことをアサーションといいます
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アンガーマネジメント



怒りの原因を理解する

◼怒りの理由は「べき」

28
合意できている思っている漠然とした期待値



「べき」の境界線は人それぞれの三段階
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境界線を

• 安定させる
• 広げる
• 伝える



その場で怒りを鎮める
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カチンと来ても
６秒待つ



考え方を見直す

◼コントロールできること／できないこと
⚫ 「変えられないものを変えようとすること」が怒りを強める
⚫ 「相手を変えようとするのではなく、自分がどう対応するか」
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大きな個人差・生来の資質
・非言語コミュニケーションの理解度
・複数の経験や事象を統合するちから

・認知の違い、優先度の違い



未来に向けた怒りと行動のコントロール
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相互理解・相互支援



相談する・相談をすすめる～皆で見て見ぬふりをしない

341分13秒 動画：厚労省「明るい職場応援団」ダウンロード用動画



事実を詳細に書き留めておく
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最後に～被害者も加害者になる／お互いに気を付ける～
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男性から女性に限らない
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コンプライアンス～法令順守について～
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コンプライアンスとは

◼コンプライアンス（compliance）とは、英語で「規則などに従うこ
と・遵守すること」

◼日本語では「法令遵守」 企業や個人が法令や社会的ルールを守るこ
とを意味します

◼コンプライアンスには、単に「法令を守れば良い」というだけではな
く、企業倫理や社会規範、社会道徳、就業規則などの規則・ルールを
守るという意味も含まれます（社会的要請への適用）

◼企業の不祥事の増加や、インターネットの普及、グローバル化などに
伴い、企業がコンプライアンスを重視する姿勢が強まっています



コンプライアンス違反にはどんなものがありますか？

出典：富士フイルム
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不祥事による大きなダメージ



雪印グループが解体に至るまで

2000年6月 雪印乳業・集団食中毒事件
⚫低脂肪乳などで食中毒

⚫被害者 13,420人

⚫原因は、停電事故で汚染された原料（脱脂粉乳）の使用

⚫回収・公表など初動の遅れも強く批判される

雪印ブランドへの信頼が大きく低下

2001年9月 国内でBSE（狂牛病）発生
⚫国が国産牛肉の買い取り制度を実施

2001年10月 子会社・雪印食品が牛肉を偽装
⚫輸入牛肉を国産牛肉と偽装

⚫国の買い取り制度を悪用し、代金を不正受給

2002年1月 内部告発で牛肉偽装が発覚
⚫取引先の西宮冷蔵から問題が表面化

⚫当初は「現場の独断」と説明

⚫その後、会社ぐるみの偽装だったことが判明

⚫消費者の反発

⚫スーパーなどが雪印食品との取引を停止

⚫ 売上が事件前の約20％まで激減

「食中毒事件から何も学んでいない」と
社会的信用が決定的に失墜

2002年4月 雪印食品が解散
⚫牛肉偽装発覚からわずか約3か月

2002～2003年 雪印グループを大規模再編
⚫市乳（牛乳・ヨーグルト等）事業を雪印乳業から切り離す

⚫アイス、冷凍食品、医薬品なども分社・譲渡

⚫市乳事業は他社と統合して**日本ミルクコミュニティ（メグ
ミルク）**へ

⚫雪印乳業本体はバター・チーズなどを中心とする会社へ縮小
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①利益・業績優先
②社会常識とのズレ
③部署・会社間の連携不足
④企業倫理・安全意識の不足



日本を代表する超一流老舗高級料亭「吉兆」の廃業まで

2007年9～10月 匿名通報
⚫福岡市保健所に「菓子・総菜の期限を延ばして販売して
いる」と2度の匿名通報

2007年10月 期限偽装が発覚
⚫売れ残った菓子などのラベルを貼り替え、製造日・期限
を延長して販売

2007年11月 食品偽装が次々に発覚
⚫調査が拡大し、九州産牛肉を「但馬牛」、ブロイラーを
「地鶏」と偽装していたことなどが判明

⚫実は牛肉偽装については、以前から従業員が複数回、経営側
に指摘していたが、取締役は「聞き流していた」

⚫警察が捜索、全店舗が営業休止へ

2007年11月 パート従業員に責任転嫁
⚫会社は期限偽装を「パート従業員が勝手にやった」と説明
⚫パート側に責任があるとする報告書への署名・押印を求める

2007年11月 パート従業員が告発
⚫記者会見で**「取締役から期限を延ばすよう指示された」**
と反論

⚫経営陣の関与が明らかに

2007年12月 「ささやき女将」の謝罪会見
⚫女将が長男に回答を小声で指示

⚫不祥事後の対応姿勢にも批判が集中

2008年1月 民事再生法を申請
⚫負債約8億円（金融機関からの借入金約6億円＋取引先から
請求された損害賠償債務約2億円）

⚫経営陣を交代し、営業再開・再建へ

2008年5月 料理の「使い回し」が発覚
⚫客が残した料理を別の客に提供

⚫長期間行われていたことが判明

⚫再建途上で再び信用を失う

2008年5月28日 廃業
⚫客離れ・予約減少

⚫再建を断念し全店舗を閉鎖
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①強い経営圧力
②経営者一族への権限集中
③現場の声を聞かない体質
④企業倫理・法令順守意識の不足



信頼崩壊 ― ビッグモーターからWECARSへ

2022年1月 内部告発
⚫従業員から、修理・保険金請求をめぐる不正について告発

⚫**「工場長から不正の指示があった」**との内容を含む

2022年 調査で不正の疑いを確認
⚫損保各社の調査でも、不適切な修理・保険金請求が疑われる
事案を確認

⚫損保側はいったん事故車の紹介を停止

2022年 内部告発を十分に調査せず
⚫ビッグモーター側は、組織的な指示ではなく「作業ミス・従
業員の技量不足」などと説明

⚫告発にあった「工場長からの指示」が、損保への報告では
「指示はなかった」とされる

⚫組織的な不正の全容解明・是正につながらず

2022年 損保側も取引を再開
⚫ビッグモーター側の説明を受け、十分な追加調査をしないま
ま事故車紹介を再開

⚫後に損保ジャパン側でも、営業・取引関係を重視した対応が
問題に

2023年7月 第三者委員会の調査で不正の実態が明らか
に
⚫ゴルフボールを入れた靴下で車体をたたくなど、故意に車を
傷つけて修理代・保険金を水増し

⚫厳しいノルマなど、組織風土・経営管理上の問題も指摘

2023年7月 社長・副社長が辞任
⚫創業者兼重宏行社長と、息子の兼重宏一副社長が辞任

2023年 さらに不祥事が拡大
⚫店舗前の街路樹への除草剤

⚫車検・整備上の不正

⚫下請け業者への不当な要求などが次々に問題化

2023年11月 損害保険代理店登録を取消
⚫金融庁が行政処分

⚫保険代理店としての事業継続が不可能に

2024年5月 事業をWECARSへ譲渡
⚫伊藤忠商事などが設立したWECARSが店舗・従業員など主要
事業を承継

⚫創業家は経営から排除

⚫旧ビッグモーターは「BALM」に社名変更し、補償・債務な
どを引き継ぐ

2024年12月 BALMが民事再生法を申請
⚫旧ビッグモーターとしての経営は事実上終結
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①売上・利益至上主義と厳しいノルマ
②創業家・経営陣への権限集中
③降格・異動を恐れ、声を上げにくい体質
④企業倫理・法令順守意識の不足



著名企業の事例からみる体質と影響
不祥事を起こしやすい企業の体質 5つ

①売上・利益を最優先する体質
数字・ノルマ達成のためなら、多少のルール違反
を許容する

②経営層・一部の人への権限集中
上司や経営者に逆らえず、間違った指示にも従っ
てしまう

③悪い情報を上げにくい組織風土
問題を指摘すると不利益を受ける、または「面倒
な人」と見られる

④社内の常識と社会常識のズレ
「昔からやっている」「この業界では普通」が優
先される

⑤企業倫理・コンプライアンス意識の不
足
「バレなければいい」「この程度なら大丈夫」と
いう意識が広がる

不祥事が企業にもたらす影響 5つ

①顧客離れ・売上減少
商品・サービスだけでなく、会社そのものへの信
用を失う

②取引停止・契約解除
取引先、金融機関、保険会社などから関係を打ち
切られる

③行政処分・刑事責任・損害賠償
営業停止、許認可取消、罰金、賠償などにつなが
る

④人材流出・採用難
社員の退職が増え、新しい人材も集まりにくくな
る

⑤企業価値の低下・事業継続の危機
ブランド毀損、資金繰り悪化、事業売却、最悪の
場合は廃業・倒産
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身近なコンプライアンス違反



講師の失敗事例～ネットから取得した画像に対して使用料を請求された件～
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SNSがきっかけで蕎麦店が倒産

◼2013年、アルバイト店員の大学生が「洗浄機で洗われてきれいになっ
ちゃった（笑）（笑）」と、食洗機に入った画像をTwitterに投稿

◼ネットで炎上、クレームが殺到し営業停止

◼同年10月、閉店、破産



日常業務に潜むコンプライアンス・リスク

◼身近なコンプライアンス違反事例
⚫ 会社の備品を私物化
⚫ 未公開情報を口外
⚫ 社外秘データ自宅持ち出し
⚫ 個人情報の目的外利用
⚫ 了解を得ない時間外労働
⚫ 無断で押印
⚫ 支給品を換金
⚫ セクハラ、パワハラ
⚫ SNSの不適切な利用
⚫ 公共の場所での会話
⚫ 未成年の飲酒・喫煙（黙認）
⚫ 社外で騒ぐ



自動車リサイクル事業者の新聞記事
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自動車リサイクル事業者社長が話す経緯
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自動車リサイクル事業者のニュース報道
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企業を取り巻く「紅白」― ホワイト化と炎上化（不寛容）

◼ ホワイト化（徹底した法令順守）
⚫ 「これくらいなら」が通用しない社会へ
⚫ ハラスメントや不正への許容度が低下
⚫ 法令だけでなく、社会常識・倫理も求められる
⚫ 昔は許された慣習も問題視される
⚫ 企業に求められる基準がより厳しくなる

◼ 炎上化（不寛容の時代）
⚫ 小さな問題でも、一気に社会へ広がる時代へ
⚫ SNSで誰もが情報を発信・拡散できる
⚫ 内部告発・動画・画像が瞬時に広がる
⚫ 批判が集中し、企業イメージが急落
⚫ 一つの不祥事が取引停止・売上減・人材流出にもつながる

◼「許される範囲」は狭くなり、「問題が広がるスピード」は速くなっ
ている
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ひとくちメモ
ポリコレ（ポリティカル・コレクトネス）とは？

差別・偏見などを避けるための言葉や表現への配慮
人種・民族への配慮
ジェンダーへの配慮
性的少数者への配慮
障害者への配慮
過去の作品に含まれる差別的・固定観念的な表現の見直し



2004年（平16）誠昇会北本共済病院事件

54



55



56



事業主の私法上義務

◼使用者は労働契約に付随する信義則上の義務として以下の義務を負う
⚫ 雇用契約書や就業規則などに明示されていなくても、雇用契約の締結に伴って会社が当然に負
うべき義務

◼安全配慮義務
⚫ 労働者が生命・身体・健康を害されることなく安全に働けるよう環境を整備する義務

◼職場環境配慮義務（良好な就業環境保持義務）: 
⚫ セクシャルハラスメントやパワーハラスメントなどの防止措置を講じ、労働者が働きやすい良好
な職場環境を維持する義務

◼人格権の尊重
⚫ 労働者の人格やプライバシーを尊重し、名誉を傷つけないよう配慮する義務

◼管理監督者・相談員の立場
⚫ 管理監督者は使用者である事業主から、労働者である従業員に対して、指揮・命令を行うため
の権限が委譲されています。
⚫ 管理職・相談員は、義務の一翼を担う存在
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重要な企業のガバナンス

◼ガバナンスとは
⚫ 経営者や組織内で強い権限・影響力を持つ人の独断や暴走を防ぎ、組織を適正に運営するた
めの仕組みや体制

◼ガバナンスが機能しない組織
⚫ ① 特定の人への権力・影響力の集中
• 経営者・役職者とは限らない

• 特定の人の意向が組織の意思決定を左右する

• 周囲が「NO」と言えない

⚫ ② 指摘や異論を受け入れない体質
• 都合の悪い意見を聞かない

• 指摘した人を「面倒な人」と扱う

• 問題を小さく扱う・握りつぶす

• 結果として、不正や問題が修正されない
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コンプライアンスは・・・

◼社会常識も法律も倫理観も時代と共に常に変化する

◼ひとりひとりの自覚・意識とアップデートが必要

◼すべての関係者が「企業のありさま」を見ています



◼ありがとうございました
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